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研究成果の概要（和文）： 平成26年にヨーロッパ評議会(Council of Europe)とヨーロッパ現代言語センター(ECML)が
開発した『ヨーロッパ言語履修生のためのポートフォリオ(EPOSTL)』を日本の英語教師教育への翻案を試みた『言語教
師のポートフォリオ(J- POSTL)』を作成した。J-POSTLは平成26-27年度にかけて、研究協力者の所属大学を中心に、10
数大学の英語科教育教育法において経年で使用され、省察ツールとしての教育効果が立証されつつある。J-POSTLの記
述文にはCLTを基盤とした教授理論と実践に関する代表的な知見が含まれ、教員が到達すべき授業力が可視化されてい
ることが理解されつつある。

研究成果の概要（英文）： In 2014 we completed the adaptation of the European Portfolio for Student 
Teachers of Languages (EPOSTL) and published three variants of Japanese Portfolio for Student Teachers of 
Languages (J-POSTL).There are mainly four reasons for the creation of J-POSTL: to induce paradigm shift 
in language teaching, to enhance didactic as well as language competencies of teachers, to encourage 
collaborative learning and teaching, and to highlight the importance of establishing standards for 
teacher education. The J-POSTL was used in methodology classes at many universities and in workshops and 
seminars for in-service training for the past few years. The J-POSTL was found to be very effective as a 
reflection tool to help prepare them for their future and present profession in a variety of teaching 
contexts.
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1. 研究開始当初の背景 
本研究会は、『言語教育履修生のため
の 言 語 教 師 の ポ ー ト フ ォ リ オ
(J-POSTL)』を 2009 年度に開発した。
2010 年度には J-POSTL の教育現場へ
の文脈化の試みをした。2011 年度には
現職英語教員のためのポートフォリオ
作成に向けての予備調査を行った。2012
年度には現職英語教員の授業力に関す
る意識調査を行った。 
 

2. 研究の目的 
現職英語教員の授業力に関する記述
文を特定し、授業力の目安を明らかにし、 
英語で授業を行う能力基準を明確化す
ることである。 
 

3. 研究の方法 
全国の英語教職課程履修者、現職英語
教員、大学の英語科教育法担当者、教育
委員会等へのアンケート調査や諸外国
や国内の先進事例を調査・研究した。 

 
4. 研究成果 
2013 年度に『報告書』と『言語教師の
ポートフォリオ(J-POSTL)』の３分冊、
「英語教師教育全編」と「英語教職課程
編」と「現職英語教師編」を公刊した。
授業能力を履修学生、初任教師、育成教
師、中堅教師、熟練教師の 5段階に分け
たところに特徴がある。 
2014 年度に大学英語教育学会教育問
題研究会のジャーナル『言語教師教育
Vol.1 No.1（日本語版）』と『言語教師
教育 Vol.1 No.2（英語版）』を公刊した。
J-POSTL の効果的利用を協力大学に依頼
した。青山学院大学と明星大学の事例を
前記のジャーナルに掲載した。英語の授
業力改善のための現職教員用ポートフ
ォリオに関しては英語教育関連の学会
や教育委員会の研修等で普及活動を行
った。 
2015 年に『言語教師教育 Vol.2 
No.1(日本語版)』、『言語教師教育 Vol.2 
No.2(英語版)』と 2016 年 3 月に『言語
教師教育 Vol.3  No.1（日本語版）』とし
て成果を発表した。J-POSTL が教員個人
の自律への成長を促す省察ツールであ
り、教員が到達すべき授業力が可視化さ
れていることが理解されつつある。 
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